










































平成 15年 1，400 O 
平成 16年 1，200 O 
総計 2，600 O 
3. 研究発表






1. Ueda M， Iida Y， Mukai T.ヲ MamedeM， Ishizu K， Ogawa M， Magata 
Y， Konishi J， Saji H. 5・[123I]Iodo・A-85380: assessment of 
pharmacological safety， radiation dosimetry and SPECT imaging 
ofbrain nicotinic receptors in healthy human subjects. Ann Nucl 
Med. 2004 Jun;18(4):337・44.
2. Mamede M， Ishizu K， Ueda M， Mukai T， Iida Y， Fukuyama H， 
Saga T， Saji H. : Quantification of human nicotinic acetylcholine 
receptors with 1231-5IA SPECT. J Nucl Med. 2004 
Sep;45(9):1458四70.
3.石津浩一:アセチルコリン受容体イメージングと痴呆性疾患
Cognition and Dementia， 3:29・34，2004 
( 2) 口頭発表
1. Marcelo Mamede， Koichi Ishizu， et. al. Temporal changes of nicotinic 
acetylcholine receptors after cigarette withdrawal in smokers: a quantitative 
5IA-SPECT study. 51th annual meeting of Society of Nuclear Medicine， June 





2. Koichi Ishizu， Marcelo Mamede， et. al. NICOTINIC ACETYLCHOLINE 
RECEPTORS BEFORE AND AFTER CIGARETTE WITHDRAWAL IN 
SMOKERS: QUANTITATlVE 5IA-SPECT STUDY. Nuroreceptor Mapping July 
15・17，2004 Vancouver， Canada 
3.小西淳二、 石津浩一、 Marcelo Mamede、他脳内ニコチン作動性アセ
チノレコリン受容体に対する喫煙の影響:5IA-SPECTによる検討 喫煙科学財田研
究報告会 2004年 7月 13日 東京
4.石津浩一、 MarceloMamede、上田真史、河嶋秀和、佐賀恒夫、佐治秀雄、
富樫かおり:喫煙者における脳内ニコチン作動性アセチルコリン受容体イメージング:
I-123 5IA SPECTによる検討第64回日本医学放射線学会総会 2005年4月7-10日





















































































6.9となったO この値はLoganplotの場合ともよく一致したO 以上のように、 [123I]51Aを用
いてとトの脳のnAChRイメージングがで、きること、また、そのデータの解析によりnAChR
結合能を求めることができることを見出した。つまり非侵襲的核医学イメ一ジングによる
脳内nAcぬhRのインピボ
わかつたO
おわりに
今回の検討で、 1-12351AによるnAChRsのイメージング技術とその定量化法が確
立された。また、健常者データベースとして今後の臨床応用に重要な情報を得ること
ができた。今後は、 nAChRsに対する喫煙と禁煙の知見を深めるとともに、核種神経系
疾患とその影響、そして早期診断法の確立につなげていきたい。
